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第４回血管看護研究会 

第４７回血管外科学会学術総会合同開催 

テーマ：視線を合わせて、その手で触れて、つなげよう血管看護 

2019 年 5 月 24 日（金）13:30〜16:30 

ホテルナゴヤキャッスル２階 銀の間（第５会場） 

 

プログラム 

13:30〜13:35  開会の挨拶：大会長 田中 理子 （九州大学大学院薬学研究院） 
 
13:35〜14:05  特別講演：庄山 由美 先生 （長崎県壱岐病院 診療看護師） 

血管障害患者の看護とトランジショナル・ケア 
―地域包括ケアにおける診療看護師の関わり― 

 
14:05〜14:30  一般演題：座長 渡辺 直子（佐賀大学医学部附属病院） 

中山 佳之（一般財団法人住友病院） 

 

JSVN1901.仲川 眞弓（梅田血管外科クリニック） 

   「血管性下肢病変における地域包括ケアシステムを学習会から考える」 
 

JSVN1902.井上 由美子（医療法人下肢静脈瘤研究会 坂田血管外科クリニック）  

   「クリニックにおけるうっ滞性皮膚潰瘍の治療経過報告」 

 
14:40〜16:00  シンポジウム：座長 渡辺 直子（佐賀大学医学部附属病院） 

中山 佳之（一般財団法人住友病院） 

 

1.西出 薫（医療法人社団 青泉会 下北沢病院 外来診療部長） 

「フットケアにおける血管看護」 
 

2.菅野 智美 (社会医療法人社団 カレスサッポロ北光記念病院 診療技術部門) 

「血管看護の向こうに見えるもの 〜看護師ができる全人的看護〜」 
 

３.山口 眞由美（広島大学病院 看護部） 

「リンパ浮腫患者のセルフケア能力と自立性を引き出す 

―長期にわたりリンパ浮腫を抱える患者への関わりを通してー」 
 

４.越野 理和（医療法人 澄心会 岐阜ハートセンター フットケアチーム看護師） 

「静脈疾患患者における血管看護 〜慢性静脈不全の患者〜」 

 
16:00〜16:10  閉会挨拶：溝部 昌子 日本血管看護研究会代表世話人 

（西南女学院大学 保健福祉学部） 

 



16:10〜16:30  2019 年度日本血管看護研究会総会 

田中理子大会長よりメッセージ 

2019 年 5 月 24 日にホテルナゴヤキャッスルにて第 4 回日本血管看護研究会が

開催されました。合同開催にてご支援いただいた第 47 回日本血管外科学会学

術総会の関係者の皆様に深謝するとともに、当研究会にご参加いただいた皆

様、誠にありがとうございました。今回の研究会テーマは「視線を合わせて、

その手で触れて、つなげよう血管看護」と題し、動脈・静脈・リンパ・フット

ケアのそれぞれの専門分野の方々から日々の血管看護の実践をご紹介いただき

ました。そして、特別講演では長崎県壱岐病院で診療看護師としてご活躍の庄

山由美先生に包括ケアと血管看護についてご講演いただき、学びの多い機会と

なりました。血管障害のある患者さんに対し、看護師が vascular team の一員

としてその専門性を発揮できる場は広がっているように感じます。これからも

是非、皆様の知識と経験を共有していけたら嬉しいです。 

 

田中理子（九州大学薬学研究院） 

 

大会概要 

田中大会長の開会挨拶の後、庄山由美先生より特別講演を頂きました。テーマ

は血管障害患者の看護とトランジショナル・ケアということで、長崎県壱岐病

院で診療看護師としてご活躍されている庄山先生が、日々実施されている血管

障害患者の看護をご紹介頂きました。地域包括診療の看護師による横断的活動

の重要性を示唆していただきました。 

 

一般演題は２演題ありました。１演題目の仲川先生からは、「血管性下肢病変

における地域包括ケアシステムを学習会から考える」というテーマで地域の在

宅ケアに関わるスタッフとの連携のために学習会で知識を共有する活動を行う

ことが、継続ケアにつながるということ。２演題目の井上先生からは、「クリ

ニックにおけるうっ滞性皮膚潰瘍の治療経過報告」というテーマで、クリニッ

クの看護師として、来院する患者のセルフケアに対するアプローチを示してい

ただきました。 

 



シンポジウムは、４施設よりそれぞれの立場や役割から、血管看護について語

っていただきました。西出先生からは「フットケアにおける血管看護」、菅野

先生からは「血管看護の向こうに見えるもの 〜看護師ができる全人的看護

〜」、山口先生からは「リンパ浮腫患者のセルフケア能力と自立性を引き出す

―長期にわたりリンパ浮腫を抱える患者への関わりを通してー」、越野先生か

らは「静脈疾患患者における血管看護 〜慢性静脈不全の患者〜」と多岐にわ

たるご発表をいただきました。それぞれの役割からも教育、連携、患者と目線

を合わせて看るということ、つまり今回研究会のテーマ「視線を合わせて、そ

の手で触れて、つなげよう血管看護」の重要性を示していただきました。 

 

日本血管看護研究会代表からの挨拶 

日本血管外科学会学術総会大会長並びに事務局関係者の皆様に深謝いたしま

す。また、会の運営にご協力くださっている会員様にはこの場をお借りして感

謝申し上げます。（溝部昌子:西南女学院大学） 
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参加者：37 名（医師 3 名、臨床検査技師 1 名、看護師 33 名） 

会員：12 名 非会員：25 名（開催前） 

 

以上 



 

日本血管看護研究会 


